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１．組織の概要と活動の対象範囲

１）事業所名及び代表者氏名
　　株式会社　ティーピーシー
　　代表取締役　石井　謙二

２）所在地
　　千葉県千葉市花見川区犢橋町１６２３－８

電話番号 ０４３－２８６－１０１１
FAX ０４３－２８６－１０３１

設立

資本金 ８０，０００千円

決算 １０月末

３）事業概要 古紙の収集・運搬・選別・出荷

４）従業員 正社員 工場 ５名
パッカー車運転 １０名
事務所 １名

アルバイト 事務所 2名
アドバイザー １名
合計 １９名

５）保有車両
パッカー車 ２台

7台
９台

工場
ホイールローダー 1台
サイドクランプ車 2台
フォークリフト車 1台

６）事業規模

７）活動の範囲及び期間
対象範囲　 本社花見川工場 敷地面積 2,875 m2
対象期間 2022年11月～2023年1月

2022年10月 656,816 25,400

（1）

取扱数量トン
2020年10月 206,103 17,826
2021年10月 395,894 21,331

2006年11月

２トン車
４トン車
合計

売上高 千円



エコアクション２１統括責任者

専務取締役

エコアクション２１実務統括責任者

エコアクション２１実務統括補佐

       文書・数字・教育等の取り纏め担当

主任

EA21工場での実施責任者

燃料・電気・騒音・振動・水道・廃棄物,工場内安全管理取り纏め

主任 パッカー車責任者

パッカー車効率的な運転ルート構築、省エネ運転・安全運転指導

各パッカー車毎の燃料消費、回収量、燃費等状況を毎月把握報告

事務所可燃物責任者

工場より排出される廃棄物の数量把握

２．エコアクション２１に伴う社内組織図

代表取締役 石井　謙二

上村　真奈

(2)

上村　一揮

梅原　弘見

工場EA２１責任者 安藤　勇太

掛巣　友和 木村　千尋



３．各担当責任者の活動明確化

全体統括、環境方針の決定、環境への取組実施に当たり、

経営資源投下順位決定。全体の評価と見直し。

EA21全体の把握、環境管理システム構築、運用状況を

社長に報告。

EA21の実施状況のチェック、文書及び記録等の作成

維持管理。

工場内可燃廃棄物、軽油使用量把握、工場内LED化

推進。工場内電気及び水道使用量抑制。

自社回収パッカー車の効率的回収ルート作成。

省エネ及び安全運転の推進。

各パッカー車の軽油消費量・走行距離・燃費等毎月の

数字記録し報告、改善。

EA21工場内・事務所可燃廃棄物の数字管理

代表取締役社長　石井　謙二

専務取締役　上村　一揮

(3)

梅原　弘見

EA２１工場責任者　安藤勇太

EA21パッカー車責任者

掛巣　友和・木村　千尋

責任者　上村　真奈



４． エコアクション２１経営者宣言

　今般エコアクション２１取得決意に伴い、古紙を主業とする環境
ビジネスを更に深化させた環境経営にて環境負荷の見直しを進
め、CO２排出量の削減を目標にPDCAのツールを効果的に使い
軽油・ガソリン・電気及び事務所と工場からの可燃廃棄物削減
目指します。上下水道に関しては地下水の使用にて下水道のみ
にて実績は限られ、またプロパンガス使用に関しても実績から
上下水道同様に削減は限られる事から目標より除外しました。

　軽油については、当社にとって成長の柱と成る自社回収が当社
業績に大きく影響を及ぼす事から、勿論運転者には引き続きエコ
運転等の省エネ教育は継続して行きますが、経営と環境貢献とが
相反しない別視点での捉え方が必要と考えます。
　
　ご参考までに、財団法人古紙再生促進センターのレポート
によれば、古紙１MTは植林３０年物立ち木２０本に相当、また
別文献では、CO2、１MTは上記立ち木３本にて吸収されている
との事から、古紙１MTはCO2、約７MTの削減に繋がると言えます。

　結論として、上記の事から古紙の集荷増は環境に有益で有り
CO2削減にも大きく貢献、同時に環境経営への貢献も多大と
考えます。
　
　勿論、エコアクション２１を起爆として、組織全体の環境に対
する意識向上を図り、社会に環境貢献する企業と成る事を目的
として、全社員に周知浸透させます。

(4)

2022年11月1日

株式会社　ティーピーシー

代表取締役社長　石井　謙二



５．環境経営方針

環境基本理念
　当社は、地球環境保全特に木材資源の枯渇の防止を主眼としてスタートし、主業の古紙取扱数量の
拡大が地球環境保全に大きく貢献するとして活発な営業活動を行って来ました。
　今般エコアクション２１取得に向けた取組として、新たに大きなテーマとして、二酸化炭素排出量の
削減を主題に据え企業活動のあらゆる面で地球環境の継続的な改善及び汚染の予防に配慮して
行動します。

環境経営方針
　当社は古紙の収集・運搬・梱包を主業とし、動脈産業で有る製紙業界に資源（古紙）を納める、

静脈産業の一端を担っている。

　この業務を踏まえ、以下に基づき環境経営の継続的な改善及び汚染の予防を推進し、環境保護

に対して協力する事を約束します。

（１）　当社の事業活動による環境への影響を評価し、重要な項目については技術的・経済的に可能な

　　　範囲での目標を定め、これを実施し、その結果の見直しを行い、継続的な改善を図ります。

（２）　環境関連法規を遵守します。

（３）　当社が行う事業活動の全段階を通じて、環境に与える影響の中で、特に以下の項目について

　　　優先的に環境保全活動を推進する必要性を認識し、全社的活動として行動します。

　　　①　パッカー車・工場での重機の軽油・ガソリン使用量の低減（運転マニュアル作成）します。

　　　　　 但し、単なる削減教育だけでは無く継続的な経営指標を作成し新たな取り組みを模索。

　　　②　電気エネルギーの使用効率を工場内LED化及び梱包機械を含め省エネに変え、使用効率の

　　　　　　向上を図ります。

　　　③　廃棄物排出（工場・事務所でのごみの排出）の縮小を図ります。

（４）　全従業員に対し、環境に関する教育及び意識向上活動を実施します。

（５）　環境経営方針は、文書により全従業員に周知徹底します。

(5)

制定日：2022年11月1日

株式会社　ティーピーシー

代表取締役社長　石井　謙二



⑤廃棄物排出量削減

(6)

202１年度（2か月分） 2022年度（1年分） 2023年度（1年分） 2024年度（1年分）

CO2排出量合計
(kg-CO2)

53,577 321,463 321,463 321,463

排出量（ｋｇ） 110 660 660 660

202１年度（2か月分） 2022年度（1年分） 2023年度（1年分） 2024年度（1年分）

CO2排出量(kg-CO2) 12,251 73,509 73,509 73,509

電気使用量（ｋWh） 27,105 162,630 162,630 162,630

④電気目標：二酸化炭素排出量削減（排出係数0.452）

202１年度（2か月分） 2022年度（1年分） 2023年度（1年分） 2024年度（1年分）

CO2排出量(kg-CO2) 353 2,116 2,116 2,116

走行距離（ｋｍ） 1,104 6,624 6,624 6,624

ガソリン使用量（L） 152 912 912 912

202１年度（2か月分） 2022年度（1年分） 2023年度（1年分） 2024年度（1年分）

古紙あたりのCO2排
出量(kg-CO2／ｔ)

27.08 27.08 27.08 27.08

③車両ガソリン目標：二酸化炭素排出量削減

走行距離（ｋｍ） 44,900 269,400 269,400 269,400

燃費（ｋｍ／ｔ） 3.469 3.469 3.469 3.469

集荷数量（ｔ） 1,233.24 7,399 7,399 7,399

軽油使用量（L） 12,945 77,669 77,669 77,669

CO2排出量(kg-CO2) 33,398 200,388 200,388 200,388

販売数量（ｔ） 4,656 27,937 27,937 27,937

202１年度（2か月分） 2022年度（1年分） 2023年度（1年分） 2024年度（1年分）

CO2排出量(kg-CO2) 7,575 45,450 45,450 45,450

基準値 目標：基準値以下抑制 目標：基準値以下抑制 目標：基準値以下抑制

軽油使用量(L) 2,936 17,616 17,616 17,616

古紙あたりのCO2排
出量(kg-CO2／ｔ)

1.63 1.63 1.63 1.63

②車両軽油目標：古紙あたりのCO2排出量(kg-CO2／ｔ)

６．環境経営目標

長期環境目標計画ー18期～21期（2022年11月作成）

活動開始間もないため、2021年度2か月分（2022年9月～10月）を基準値として、基準年度以下の目標を設
定した。

①工場軽油目標：古紙あたりのCO2排出量(kg-CO2／ｔ)

202１年度 2022年度 2023年度 2024年度

１7期 １８期 １９期 21期

2022.9～10 2022.１１～2023.10 2023.１１～2024.10 2024.１１～2025.10

（2か月分のみ） （2021年度の1年換算） （2021年度の1年換算） （2021年度の1年換算）



・収集・運搬車両の効率的ルートの常 ・軽油使用の効率化にて消費量
　時見直しとアイドリング・空ぶかし抑制 　減少。

・環境教育により運転手全員の環境
　意識向上。

・効率的回収にて回収数量の増加を ・回収の無駄削減
　図る。

・２０２３年２月工場内残９機水銀灯の ・工場全体のLED化による電気使用
　LED化(高所作業と成る為作業方法 　量＝CO2、及び経費の削減。
検討中）に投資
・２０２３年１月に梱包機省エネタイプへの ・電力使用減少にてCO2の削減
　投資入替完了。 　及び経年劣化による故障修繕

　費用の削減に加え、振動、騒音の
　抑制。

電気使用量の ・工場内照明のLED化ー残９機 ・電力使用減少にてCO2の削減
削減

・工場内古紙梱包機の省エネ ・効率的な電力消費にてCO2削減
　タイプへの投資完了。
・主な水使用の目的は周辺住民への ・近隣住民との古紙飛散による

削減 　古紙飛散防止の為、特に冬場の北風 　軋轢排除。
　の際には不可欠では有り止める事は
　難しいが必要以上の注水は無駄との
　認識を持たせメリハリをつける。

上記活動を ・パッカー車の効率的ルートの常時 ・集荷量のアップ
通じての環境 　見直しによる集荷効率のアップ。
経営による ・効率的ルートの見直しによる燃費改善 ・燃費向上
収益の安定化 ・水銀灯からLEDへの切替、省エネ機器 ・省電力

　（梱包機）への投資による省電力
・梱包機新規導入による省振動・騒音 ・近隣住民との調和
　

以上の様な個別目標を掲げ、業容拡大と言った大命題との矛盾を無くし、設備・機械への
投資或いは従業員の教育に力点を置き、最終的に二酸化炭素の削減に繋げて行く事が
最終環境経営の目的とする。

(7)

二酸化炭素排
出量の削減

　にて燃費の向上を図ります。

水使用量の

7．環境経営活動計画

省エネ活動 手段・方法 活動によるメリット

地下水使用でメータが無い
ため数値目標は設定してい
ない。



差異 達成状況

1,236 増加
3,189 増加

451 増加

0.33 未達成

差異 達成状況
444 増加

2,642 増加
1,144 増加

0 増加
0.06 増加

0.61 未達成

差異 達成状況
3 増加

1,438.00 増加
6.0 未達成

差異 達成状況
8,936.50 増加
4,039.3 未達成

⑤廃棄物排出量削減

差異 達成状況

50.0 未達成

差異 達成状況

8,377.8 未達成

８．2022年度環境活動実績

（8）

202１年度（2か月分） 2022年度（1年分） 目標（３か月分のみ） 実績（３か月分のみ）

CO2排出量合計
(kg-CO2)

53,577 321,463 80,366 88,743

排出量（ｋｇ） 110 660 165 215

202１年度（2か月分） 2022年度（1年分） 目標（３か月分のみ） 実績（３か月分のみ）

CO2排出量(kg-CO2) 12,251 73,509 18,377 22,416
電気使用量（ｋWh） 27,105 162,630 40,658 49,594

④電気目標：二酸化炭素排出量削減
202１年度（2か月分） 2022年度（1年分） 目標（３か月分のみ） 実績（３か月分のみ）

CO2排出量(kg-CO2) 353 2,116 529 535
走行距離（ｋｍ） 1,104 6,624 1,656 3,094

ガソリン使用量（L） 152 912 228 231
202１年度（2か月分） 2022年度（1年分） 目標（３か月分のみ） 実績（３か月分のみ）

古紙あたりのCO2排
出量(kg-CO2／ｔ)

27.08 27.08 27.08 27.69

③車両ガソリン目標：二酸化炭素排出量削減

走行距離（ｋｍ） 44,900 269,400 67,350 69,992

燃費（ｋｍ／ｔ） 3.469 3.469 3.469 3.524
集荷数量（ｔ） 1,233.24 7,399 1,850 1,850

軽油使用量（L） 12,945 77,669 19,417 19,861

CO2排出量(kg-CO2) 33,398 200,388 50,097 51,241

販売数量（ｔ） 4,656 27,937 6,984 7,435

202１年度（2か月分） 2022年度（1年分） 目標（３か月分のみ） 実績（３か月分のみ）

CO2排出量(kg-CO2) 7,575 45,450 11,363 14,551

基準値 目標：基準値以下抑制 目標：基準値以下抑制 実績

軽油使用量(L) 2,936 17,616 4,404 5,640

古紙あたりのCO2排
出量(kg-CO2／ｔ)

1.63 1.63 1.63 1.96

②車両軽油目標：古紙あたりのCO2排出量(kg-CO2／ｔ)

2022.１１～2023.10 2022.１１～2023.1
評価

（2か月分のみ） （2021年度の1年換算） （３か月分のみ） （３か月分のみ）

２０２２年９月・１０月実績を基準値に対する2022年１１月～2023年１月の3か月間活動実績

202１年度 2022年度

１7期 １８期

2022.9～10



        

＊当社に適用される環境関連法規を評価した結果、問題ありませんでした。

＊千葉県・千葉市当局からの違反等の指摘・指導は有りません。

当社に適用される環境法規
騒音規制法、振動規制法、消防法、廃掃法、フロン排出規制法

        

第１７期９月よりエコアクション２１に取り組み、全社員への浸透を図って参りました。
第１７期９月・１０月を基準値とし、第１８期（２０２２年１１月～２０２３年１月）にその実績値をそのまま目標値とし、
11月～1月の実績評価を下記致しました。
古紙１ｍｔは樹齢３０年の立木約２０本分に相当、また二酸化炭素１ｍｔは樹齢３０年の立木３本にて吸収される事から
古紙１ｍｔは約７ｍｔの二酸化炭素削減に繋がる。
結果的に当社古紙取扱量の増加は二酸化炭素の削減に寄与する事を確信しましたが、それと共に工場のLED化
或いは新規梱包機への投資による削減効果また全従業員、特に工場・パッカー運転手への集荷の効率化等々
今後結果として出てくると確信して居ります。

環境目標項目
二酸化炭素排出量 ２０２２年１１月～２０２２年１２月は古紙の繁忙期にて工場での取扱高或いは回収高が増加した事により

（工場・パッカー車） 軽油の消費が増加。

２０２３年１月は閑散期でも有り、パッカー車の稼働は従来と変わらぬが一軒当たりの集荷が落ちたため

古紙１ｍｔ当たりのＣＯ２排出量は増加。

反省点としては、今後回収頻度を下げる、或いは最適ルートへの常時見直しにより換算値での

集荷改善が必要。

特に古紙１ｍｔがＣＯ２約７ｍｔの削減効果から回収量の増加は不可欠で有り、上記改善点に加え如何に

回収数量の積み上げを図る営業をして行くかが今後の鍵と考え営業力の強化に努めます。

ガソリンに関しては営業活動上必要不可欠にて従来同等の消費としました。

電力使用量 省エネ投資として、２０２２年１０月白色灯19機の内8機をLED化、また老朽化した梱包機の省エネ・省騒音

省振動型に入替を2023年1月に行った。 更に白色灯残９機のLED化も予定して居り、これらにてほぼ

更に白色灯残９機のLED化も予定して居り、ほぼ投資は完了。

11月～1月にかけては老朽化した梱包機をメインに使用していた為、CO2削減効果は出難かったが

今後は入替効果が出てくる。

工場・事務所 圧縮等により軽減を図っている。

可燃廃棄物

プロパンガス プロパンガスに関しては使用数量が軽微、また地下水メータを設置していないため下水道使用量を把握

上下水道 よって、下水道のみの請求の為、目標から削除した。

　エコアクション２１の趣旨に則り、環境経営最重要目標として、二酸化炭素排出量を抑制するためパッカー車は
軽油消費抑制のためのアイドリング・空ぶかし等の禁止及び効率的な回収ルートのPDCAを活用した常時見直しをし
ステージを上げて行く事が必要。
　また、取扱量の増加が１ｍｔ当たりの二酸化炭素排出量減と成るので、更に回収活動に注力して行きます。

　更に、電力使用量に関しては、工場内白熱灯からLED化に移行し半分の９機については終了、残９機に関しては
業者と作業方法に関し協議中、早期移行確認中。
　２０２３年１月に梱包機設備への投資完了、省エネ、省騒音、省振動と成りLEDと合わせ使用量削減効果が出ます。

　工場・事務所可燃物に関しては暫く様子見としました。

　エコアクション２１認可申請に向け、会社としてはLED照明への転換、老朽化した梱包機の新規省エネ・省振動
省騒音梱包機へと投資を行って参りました。また、従業員へのCO2削減に向けた教育等を両輪として行ってまいりましたが、
未だ道半ばで有り更なるCO2削減に向けた社員教育が必要と感じて居ります。

株式会社　ティーピーシー

代表取締役社長　石井　謙二

９．環境関連法規等取り纏め

（9）

10．代表者の取組状況の確認・評価



2022年度の3か月分（2022年10月～2023年1月）を基準値として、基準年度以下の目標を設定した。

2022年度の残りの9か月間は以下の改定後の目標値に取り組む。

⑤廃棄物排出量削減

（10）

2022年度（３か月分） 2022年度（1年分） 2023年度（1年分） 2024年度（1年分）

CO2排出量合計
(kg-CO2)

88,743 354,974 354,974 354,974

2022年度（３か月分） 2022年度（1年分） 2023年度（1年分） 2024年度（1年分）

排出量（ｋｇ） 215 860 860 860

電気使用量（ｋWh） 49,594 198,376 198,376 198,376

CO2排出量(kg-CO2) 22,416 89,666 89,666 89,666

④電気目標：二酸化炭素排出量削減

2022年度（３か月分） 2022年度（1年分） 2023年度（1年分） 2024年度（1年分）

走行距離（ｋｍ） 3,094 12,376 12,376 12,376

CO2排出量(kg-CO2) 535 2,140 2,140 2,140

2022年度（３か月分） 2022年度（1年分） 2023年度（1年分） 2024年度（1年分）

ガソリン使用量（L） 231 922 922 922

古紙あたりのCO2排
出量(kg-CO2／ｔ)

27.69 27.69 27.69 27.69

③車両ガソリン目標：二酸化炭素排出量削減

集荷数量（ｔ） 1,850.23 7,401 7,401 7,401

燃費（ｋｍ／ｔ） 3.524 3.524 3.524 3.524

走行距離（ｋｍ） 69,992 279,968 279,968 279,968

CO2排出量(kg-CO2) 51,241 204,964 204,964 204,964

2022年度（３か月分） 2022年度（1年分） 2023年度（1年分） 2024年度（1年分）

軽油使用量（L） 19,861 79,444 79,444 79,444

②車両軽油目標：古紙あたりのCO2排出量(kg-CO2／ｔ)

CO2排出量(kg-CO2) 14,551 58,204 58,204 58,204

販売数量（ｔ） 7,435 29,742 29,742 29,742

軽油使用量(L) 5,640 22,560 22,560 22,560

古紙あたりのCO2排
出量(kg-CO2／ｔ)

1.96 1.96 1.96 1.96

11．環境経営目標の改定

長期環境目標計画ー18期～21期（2023年2月改定）

①工場軽油目標：古紙あたりのCO2排出量(kg-CO2／ｔ)

2022.１１～2023.10（今年
度残り９か月の目標）

2023.１１～2024.10 2024.１１～2025.10

（３か月分のみ）
（2022.１１～2023.1の1年

換算）
（2022.１１～2023.1の1年

換算）
（2022.１１～2023.1の1年

換算）

2022年度 2022年度 2023年度 2024年度

１８期 １８期 １９期 21期

2022.１１～2023.1

基準値 目標：基準値以下抑制 目標：基準値以下抑制 目標：基準値以下抑制



・収集・運搬車両の効率的ルートの常 ・軽油使用の効率化にて消費量
　時見直しとアイドリング・空ぶかし抑制 　減少。

・環境教育により運転手全員の環境
　意識向上。

・効率的回収にて回収数量の増加を ・回収の無駄削減
　図る。

・２０２３年２月工場内残９機水銀灯の ・工場全体のLED化による電気使用
　LED化(高所作業と成る為作業方法 　量＝CO2、及び経費の削減。
検討中）に投資
・２０２３年１月に梱包機省エネタイプへの ・電力使用減少にてCO2の削減
　投資入替完了。 　及び経年劣化による故障修繕

　費用の削減に加え、振動、騒音の
　抑制。

電気使用量の ・工場内照明のLED化ー残９機 ・電力使用減少にてCO2の削減
削減

・工場内古紙梱包機の省エネ ・効率的な電力消費にてCO2削減
　タイプへの投資完了。
・主な水使用の目的は周辺住民への ・近隣住民との古紙飛散による

削減 　古紙飛散防止の為、特に冬場の北風 　軋轢排除。
　の際には不可欠では有り止める事は
　難しいが必要以上の注水は無駄との
　認識を持たせメリハリをつける。

上記活動を ・パッカー車の効率的ルートの常時 ・集荷量のアップ
通じての環境 　見直しによる集荷効率のアップ。
経営による ・効率的ルートの見直しによる燃費改善 ・燃費向上
収益の安定化 ・水銀灯からLEDへの切替、省エネ機器 ・省電力

　（梱包機）への投資による省電力
・梱包機新規導入による省振動・騒音 ・近隣住民との調和
　

以上の様な個別目標を掲げ、業容拡大と言った大命題との矛盾を無くし、設備・機械への
投資或いは従業員の教育に力点を置き、最終的に二酸化炭素の削減に繋げて行く事が
最終環境経営の目的とする。

(11)

12．次年度の取組計画

省エネ活動 手段・方法 活動によるメリット

二酸化炭素排
出量の削減

　にて燃費の向上を図ります。

水使用量の

地下水使用でメータが無い
ため数値目標は設定してい
ない。


